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第１章 計画の概要 

 

 

１ 計画策定の趣旨 

  

 陸前高田市社会福祉協議会（以下、「社協」という。）では、令和 3 年 3 月に

「陸前高田市地域福祉活動計画」を策定し、市で策定した「陸前高田市地域福祉

計画」と協調しながら、市内各地域における地域福祉活動にかかわる支援、事業

を進めてきました。 

 近年、少子高齢化とともに人口減少に加え、新型コロナウイルス感染症の影響

に伴い、人と人とのつながりの希薄化などを背景に、孤立し生きづらさを抱える

人も増えるなど地域福祉の課題は複雑化、多様化しています。 

 また、長引く円安や物価高騰が与えた家計への影響による生活困窮者の増加、

多様な要因によるひきこもり等、実態が潜在化しており、支援が必要な方に繋が

ることが難しい状況です。 

 こうした状況を踏まえ、「自助」・「互助」・「共助」・「公助」の一層の強化と地

域全体でそれぞれが支え合っていく「地域共生社会の実現」が求められており、

誰もが地域の一員として、地域課題に向き合い、解決に向けて、地域を共に創っ

ていくことを求められています。 

 本計画は、第１次計画の到達点を踏まえ、第２次計画により更なる地域福祉の

前進を図ろうとするものであります。人口減少、高齢化により失われつつある地

域の互助、共助の推進を目指して策定するものです。 

 

２ 計画期間 

 本計画は、「第２期陸前高田市地域福祉計画」と同じく、令和７（2025）年

４月１日から令和１２（2029）年３月３１日までの５年間とします。 

 

年度 
令和 7 

（2025） 

令和 8 

（2026） 

令和 9 

（2027） 

令和 10 

（2028） 

令和 11 

（2029） 

 
第２次地域福祉活動計画 

第２期地域福祉計画 
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３ 基本理念                 地域福祉計画と共通 

 

「健康で 安心して くらせる 支え合いの まちづくり」 

 

 

 障がいのある人もない人も、また年齢にかかわらず、誰もが住み慣れた地域 

で安心して生活できる共生社会の実現を目指して、第 1次計画の基本理念を 

継承しつつ、新たな課題を踏まえて、第２次計画を推進します。 
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４ 計画の体系                地域福祉計画と共通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 本 

理 念 
基本目標 施 策 

健
康
で 

安
心
し
て 

く
ら
せ
る 
支
え
合
い
の 

ま
ち
づ
く
り 

１ いつでも参加・参画 

でき、お互いを尊重 

できる協働のまちづ 

くり 

２ 安全・安心に暮らせ 

るまちづくり 

３ 福祉サービスの充実 

と包括的な支援体制 

づくり 

４ 福祉を支える人づ 

くり・組織づくり 

（１） ノーマライゼーションという言葉のい

らないまちづくり 

（２） 共に支え合う環境の整備 

（１） 支援を必要とする人が必要なサービス

を利用できる体制の整備 

（２） 地域での防災・防犯対策の推進 

（３） 権利擁護と虐待防止に関する取組の推

進 

（１） 福祉サービスの充実と質の向上 

（２） 包括的支援体制の整備 

（１） 福祉を支える人材の育成 

（２） ＮＰО・ボランティア団体への支援 
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第２章 地域福祉状況 

第１次計画期間に、人口減少、高齢化は一層の進展がみられました。このこと

は、市の周辺地域での高齢独居世帯、老老世帯の増加となり地域コミュニティを

支えるいわゆる“絆”、共助の衰退となり、これまで支え合ってきた地縁・血縁

による支え合いが崩壊の危機と認識され始めています。このことが、極めて日常

的な生活課題の遂行を困難なものにしている現実が、地域福祉懇談会・座談会

（関係機関）により明らかにされました。 

 

１ 地域課題 

 ・地域福祉課題と住民ニーズ 

 

１.共助体制の推進と確立 

懇談会において、どの地区からも出てきた困りごととして「草刈り」の 

課題がありました。同様に「お墓の掃除」、「除雪」の課題もあがってきて

おり、この３つの課題に限らず、今まで自分たち（自助）で対応してきた

ものが、高齢により対応しにくくなっている現状が伺えます。本来ならば、

次世代が対応してきたものですが、後継者（担い手）が不足し深刻化して

いる状況が伺えます。 

 座談会では、「窓ふき」、「テレビがつかない、水が出ない、電球が替え 

られない等のちょっとした見守り」、「買い物支援を受けた後の冷蔵庫の片 

付け」、「ゴミ出し」など、特にヘルパーのサービスで対応できない要望に 

対しての方法について課題があるとの意見もありました。 

  今後、このような課題に対して取り組むにあたり、ボランティアの推進だ 

けではなく、コミュニティビジネスとして地域の人材やノウハウ、資金を活 

用し、地域コミュニティの活性化や新たな雇用の創出、働きがい、生きがい 

を生み出すことが必要です。 

 

２.移動手段の選択確保と支援 

交通手段に関する課題も多くあり、将来、自家用車に乗れなくなった時、 

将来的な交通手段の確保や買い物の場、通院などに多くの不安を感じてい

る状況が伺えます。 

座談会においても、困りごととして多く出た課題は「移動関連」であ

り、病院を受診する際の利用（経済負担）、特に大船渡病院への交通手段

に課題があることが伺えました。 

また買い物が自由にできなくなる恐れから食事づくりに不安を感じてい

る方もいました。 
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３.困ったときの相談窓口の周知および情報提供の充実 

「仕事、介護、健康などの悩み相談」の課題もあがり、「どこに相談した 

らいいのか分からない。」また、「日中仕事で行けないので夜に相談会を開催

してもらえれば」との意見もありました。 

 また、地域情報の入手にあたり、妊婦への子育てに関する情報不足や高齢

者が産前産後の手伝いをしたいが、情報が古いため手伝うのに躊躇してい

る状況が伺えます。 

 地域福祉計画のアンケートでは、福祉に関する情報提供を社協には一番

期待されていることから地域の福祉情報を提供する仕組み作りが必要です。 

 

４. 誰もが参加しやすい集いの場作り支援 

障がい者関連で、「障がい児の遊び場」、「ミドル世代の障がい者等のコミ 

ュニティの場が足りない」との意見があがり、障がいをもった子どもだけで 

なく幅広い世代でコミュニティの場が不足している現状が伺えました。 

 また、高齢者では地域とのつながりに対して薄くなってしまったと感じて 

  いる方もおり、移住者においても「地元の中に入りづらい」と感じている方 

もいるので誰もが参加しやすい集いの場の創出が必要となっています。 
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第３章 基本目標と具体的施策 

 

 ≪基本目標≫                地域福祉計画と共通 

１ いつでも参加・参画でき、お互いを尊重できる協働のまちづくり 

  

２ 安全・安心に暮らせるまちづくり  

  

３ 福祉サービスの充実と包括的な支援体制づくり 

  

４ 福祉を支える人づくり・組織づくり 

 

 ≪施策体系≫ 

1 いつでも参加・参画でき、お互いを尊重できる協働のまちづくり 

地域福祉を推進するためにはお互いを尊重し、思いやる心が大切です。 

地域住民が参加・参画しやすい環境づくりや、誰もが安心して生活しやすい 

まちづくりを目指します。 

 

（1） ノーマライゼーションという言葉のいらないまちづくり 

（2） 共に支え合う環境の整備 

 

【現状と課題】 

≪現状≫ 

○社協は、共に支え合う地域づくりとして生出１２区、長部地区コミュニティセ

ンター、小友町新田の３か所で地域主体の自主サロンの支援に取り組み、新たな

交流拠点として「みんなの畑 ikoiko（高田町和野）」、「陸前高田市保健福祉総合

センター交流室」で居場所づくりと交流支援活動を行っています。 

また、１１地区のコミュニティ推進協議会の地域交流事業に「うるおいとやす

らぎの家」事業で財政支援を行い交流の推進を図っています。 

さらに、申請に基づき各町内会等の自治組織に共同募金会からの地域福祉推

進費を活用し地域活動を支援しています。 

○老人クラブ連合会と共催し、「介護予防いきいきライフ」を開催し、介護状態



7 

 

にならないよう健康体操や健康講話など健康に関する取組を行っています。 

○虐待防止、身体拘束適正化委員会を設置し、その基本的課題としての支援、支

援の双方の立場での基本的人権の尊重についての職員研修を定期的に取組み、

基本的人権に係る事件・事故の抑止に取組みを行っています。 

 

≪課題≫ 

●身近な地域、コミセン単位、市全体という各階層での居場所作りの促進が必要

です。 

●地域福祉懇談会で、「仕事、介護、健康などの悩み相談」の相談の確保が課題

とされました。 

また、日中仕事で行けないので夜に相談会を開催してもらえればとの要望が

あり、いつでも相談を受け入れる手段の確保が必要になります。 

相談機関の存在を知らない方、どこに相談していいのか分からない方もおり、 

民生委員児童委員や社協、行政をはじめとする関係機関の相談事業のＰＲが課

題とされます。 

●地域福祉懇談会では、高齢化や地域での人口減少により、「草刈り」、「除雪」、

「お墓の掃除」など大変という意見がありました。 

また、地域福祉座談会（関係団体）において、「窓ふき」、「テレビがつかない、

水が出ない、電球が替えられない等のちょっとした見守り」、「買い物支援を受け

た後の冷蔵庫の片付け」、「ゴミ出し」など生活周り身近な支援を行っている共助

の衰退の危惧があり、民間支援、公助の支援による共助の下支えが課題です。 

 

【取組内容】 

① 住民が気軽に立ち寄れる居場所づくりと住民相互の支え合いの構築に取り

組みます。 

② 民生委員児童委員の協力のもと、子育ての不安や悩みを聞き、必要に応じて

適切なサービスにつなぐなど、子どもの成長を地域で見守るきっかけづくり

を目的とし出生した世帯を訪問してお祝いをします。 

③ 交流会や各地域独自の活動に利用してもらうため、助成金を交付します。 

④ 介護状態にならないよう、健康体操や健康講話など健康に関する取組を行い

ます。 

⑤ 社協所有のマイクロバスを活用し、福祉事業に参加するものの移送等のため

に無償で運行支援を行います。 

⑥ 複雑多様化する福祉課題を解決するための構造を作り、個別支援・地域支援

を行います。 

⑦ 一人暮らし高齢者や高齢者夫婦世帯など、援護を要する方を訪問し交流を図

りながら安否確認を行う体制づくりを推進します。 

⑧ 地域で孤立等の生活課題を抱えている人と近隣の関係を可視化し、住民主体

の支援方策をともに考えることで地域の生活課題の解決と住民主体の地域

福祉を推進します。 
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【主な事業】 

事業名 事業概要 

地域見守り支援拠点事業 住民が気軽に立ち寄れる居場所づく

りと住民相互の支え合いの構築に取

り組みます。 

こんにちは赤ちゃん訪問事業 民生委員児童委員の協力のもと、子育

ての不安や悩みを聞き、必要に応じて

適切なサービスにつなぐなど、子ども

の成長を地域で見守るきっかけづく

りを目的とし出生した世帯を訪問し

てお祝いをします。 

うるおいとやすらぎの家 交流会や各地域独自の活動に利用し

てもらうため、各地区コミセンへ助成

金を交付します。 

介護予防いきいきライフの開催 介護の状態にならないよう、健康体操

や健康講話など健康に関する取組を

行います。 

福祉バスの運行 主にサロン等で利用しておりますが、

運行予定がない場合は、無償で福祉団

体にバスの運行を支援します。 

地域共生社会の実現に向けた取り組

み 

個別支援をはじめ、地域支援や必要な

社会資源の創設まで、複雑多様化する

福祉課題を解決するための構造を作

り、地域の中で住民に密接な取り組み

を行います。 

ふれあいネットワーク活動 一人暮らし高齢者や高齢者夫婦世帯

など、援護を要する方を訪問して交流

を図りながら安否確認を行い、対象者

が安心して暮らすことができる地域

環境を形成することができるよう、各

地区コミセンに人数に応じた助成金

を交付し、見守り活動に役立てます。 

支え合いマップの作成 地域で孤立等の生活課題を抱えてい

る人と近隣の関係を可視化し、住民主

体の支援方策をともに考えることで

地域の生活課題の解決と住民主体の

地域福祉を推進します。 

 

 



9 

 

2 安全・安心に暮らせるまちづくり 

誰もが住み慣れた地域で、安全・安心に生活するためには、支援を必要として

いる人が、必要な支援を受けられる体制づくりが必要です。 

 支援を必要としている人が誰一人取り残されることがないよう、気軽に相談

できる環境づくりや問題を早期に把握し解決できる体制づくりを推進します。 

 

（1） 支援を必要とする人が必要なサービスを利用できる体制の整備 

 

【現状と課題】 

≪現状≫ 

○社協では、公共交通機関が利用できない方や、自家用車等の運転ができない方

への市内送迎サービス（無償）を行っています。 

○「くらし応援窓口」を設置し、生活に不安や困りごとを抱えて方など、自立に

むけた相談や家計に関する相談、必要に応じたお金の貸し付けなど、あらゆる相

談に応じています。 

○生活困窮（予備軍）世帯に対し、家計負担軽減とアウトリーチの手段として

食料提供を行い、新規相談者とつながることで、困窮状態を早期に発見し悪化

することを予防しています。 

○市内の女性へ生理用品を無償で提供することで家計への負担を軽減するとと

もに、女性が相談窓口へつながるきっかけをつくることを目的に市内１５か所

へ生理用品を設置しています。 

○着なくなった制服を預かり、新たに制服を必要とするお子さんへ提供してい

ます。 

 

≪課題≫ 

●地域福祉懇談会では、「免許返納後の通院、買い物などの送迎に不安がある」、

「大船渡病院へ行きにくい」、「タクシー券はあるものの、タクシー料金が高く 

て気軽に利用できない」など移動に関する支援を求める意見がありました。 

●地域福祉座談会（関連団体）では、「病院を受診する際に交通費がかかり経済

負担が大きい」、「大船渡市病院への交通手段に課題がある」との意見がありまし

た。 

 

【取組内容】 

① 公共交通機関が利用できない方や、自家用車等の運転ができない方へ無償で

送迎サービスを行います。また、大船渡病院への送迎を希望する利用者が一

定数いるため支援対応について検討します。 

② 生活に不安や困りごとを抱えた方など、自立にむけた相談や家計に関する相

談、必要に応じたお金の貸し付けなど、あらゆる相談に応じます。 

③ 地域に職員等が出向き、困窮や、資金、介護等のあらゆる福祉相談窓口を設
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置します。 

④ 低所得者、高齢者、障がい者世帯等への各種貸付相談に応じています。 

⑤ 生活困窮（予備軍）世帯に対し、家計負担軽減とアウトリーチの手段として

食料提供を行い、新規相談者とつながることで、困窮状態を早期に発見し悪

化することを予防します。 

⑥ 経済的理由により、生理用品を用意するのが困難な方に無償提供支援を行い

ます。 

⑦ 着なくなった制服を預かり、新たに制服を必要とするお子さんへ提供します。 

 

 

【主な事業】 

事業名 事業概要 

車両移送型移動支援事業の運営 

             〔拡充〕 

公共交通機関が利用できない方や、自

家用車等の運転ができない方を登録

し、無償で送迎サービスを行っていま

す。 

また、大船渡病院への送迎を希望する

利用者が一定数いるため支援対応に

ついて検討します。 

くらし応援窓口の運営 くらし応援窓口では、陸前高田市より

生活困窮者自立支援事業を受託され、

陸前高田市保健福祉総合センターに

おいて生活に不安や困りごとを抱え

た方など、自立にむけた相談や家計に

関する相談、必要に応じたお金の貸し

付けなど、あらゆる相談に応じます。

また、各コミセンなど、地域に社協職

員等が出張し、困窮や、資金、介護等

のあらゆる福祉相談窓口を設置しま

す。 

生活福祉資金の貸付 低所得、高齢者、障がい者世帯等へ各

種貸付相談に応じます。 

食料支援事業（追加） 生活困窮（予備軍）世帯に対し、家計

負担軽減とアウトリーチの手段とし

て食料提供を行い、新規相談者とつな

がることで、困窮状態を早期に発見し

悪化することを予防します。 

生理用品サポート事業（追加） 経済的理由により、生理用品を用意す

るのが困難な方に生理用品を無償で

提供しています。 
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制服リユース業務（追加） 着なくなった制服を預かり、新たに制

服を必要とするお子さんへ利用して

もらう活動、子育て世代の経済的負担

軽減と資源の循環を目指して行いま

す。 

 

 

（２）地域での防災・防犯対策の推進 

 

【現状と課題】 

≪現状≫ 

○社協では、大規模な災害が発生した場合に対応するため、災害ボランティアセ

ンター設置訓練を大船渡市、住田町社会福祉協議会の協力のもと実施していま

す。 

○市から「保健福祉総合センター」の管理委託を受け自主防災組織を設置し職員

の防災意識の啓発に努めています。 

○訪問介護や被災者生活支援相談員による見守り訪問、生活困窮者自立支援事

業での相談のアウトリーチなどにより高齢者独居世帯や高齢者世帯への結果的

に犯罪防止に寄与しています。 

 

≪課題≫ 

●地域福祉懇談会では、「災害時、孤立の心配がある」との意見があり、人口減

少に伴う地縁での見守りが衰退しており見守り体制の確立が課題です。 

●地域の日常的な見守り体制の確立により日常生活への支援と災害時等の非日

常の支援意識とマンツーマンでの支援体制の確立が課題です。 

 

【取組内容】 

① 平常時から行政、民生委員・児童委員、町内会・自治会、ＮＰＯ、各地区コ

ミュニティセンター等との連携を進め、災害発生時には、災害及び経過に応

じて災害ボランティアセンターを設置し、市内の災害対応に対応した運営を

行います。 

② 大規模な災害が発生した場合に対応するため、災害ボランティアセンター設

置訓練を大船渡市、住田町社会福祉協議会の協力のもと実施します。 
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【主な事業】 

事業名 事業概要 

災害ボランティアセンターの設置及

び運営 

平常時から行政、民生委員・児童委員、

町内会・自治会、ＮＰＯ，各地区コミ

ュニティセンター等との連携を進め、

災害発生時には、災害及び経過に応じ

て災害ボランティアセンターを設置

し、市内の災害対応に対応した運営を

行います。 

くらし応援窓口の運営 （再掲、１０ページ） 

 

 

 

（３）権利擁護と虐待防止に関する取組の推進 

 

【現状と課題】 

≪現状≫ 

○社協では、認知症の方など、日常生活上の判断能力が不十分な方でも、適切に

福祉サービスが利用できるよう、金銭管理や福祉サービスの利用援助を行って

います。 

○認知症や障がい等で判断能力が不十分になり、自分ひとりでは契約や財産管

理などが難しくなった方を対象に成年後見制度の活用の相談を行っています。 

 

≪課題≫ 

●地域福祉懇談会では、「認知症者の病院の付き添い」、「認知症者の見守り」な

ど、認知症者に関する意見がありました。 

 

【取組内容】 

① 認知症の方など、日常生活上の判断能力が不十分な方でも、適切に福祉サー

ビスが利用できるよう、金銭管理や福祉サービスの利用援助を行います 

② 認知症や障がい等で判断能力が不十分になり、自分ひとりでは契約や財産管

理などが難しくなった方を対象に成年後見制度の活用の相談を行います。 
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【主な事業】 

事業名 事業概要 

くらし応援窓口の運営 （再掲、１０ページ） 

 

日常生活自立支援事業 認知症の方など、日常生活上の判断

能力が不十分な方でも、適切に福祉

サービスが利用できるよう、金銭管

理や福祉サービスの利用援助を行い

ます。 

成年後見制度推進事業 

「りくぜんたかた成年後見さぽーとセンター」 

（追加） 

認知症や障がい等で判断能力が不十

分になり、自分ひとりでは契約や財

産管理などが難しくなった方を対象

に成年後見制度の活用の相談を行い

ます。 

 

 

3 福祉サービスの充実と包括的な支援体制づくり 

健康で豊かな生活を送るためには、医療、介護などの適切なサービスを受けら

れることが必要です。 

 高齢、障がい、生活困窮などの各分野におけるサービスの充実を図るとともに、

多様化、複合化している地域課題を「丸ごと」解決する包括的な支援体制づくり

を推進します。 

 

（１）福祉サービスの充実と質の向上 

 

【現状と課題】 

≪現状≫ 

○社協では、民生委員児童委員協議会の事務局を担当し、地域の一番身近な福祉

の担い手である民生委員児童委員の活動支援をしています。 

○社協が行う事業をはじめ、福祉活動を市民に啓発するため「社協だより」を発

行しています。また、ホームページやＳＮＳを活用し、福祉に関する情報や社協

の活動報告など情報発信をしています。 

○言葉や行動に心配のあるお子さん、身体発達が心配なお子さんが思いっきり

遊び、健やかに育つようサポートを行っています。 

 

≪課題≫ 

●地域福祉計画のアンケートによれば、福祉サービスをほとんど知らないと回

答した方は３５％になっており、情報提供を強化する必要があります。 

 また、社協に対して一番期待されていることが福祉に関する情報提供なので
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適切な情報を提供できるしくみを作る必要があります。 

 

【取組内容】 

① 生活支援コーディネーターを中心に潜在化している地域の福祉課題を掘り

起こし、「地域福祉カルテ」を作成し、適切な情報を提供していきます。さら

に、住民に対して適切な情報を提供できるしくみを検討します。 

② 民生委員児童委員協議会の事務局を担当し、民生委員児童委員の活動支援を

行います。 

③ 広報誌やホームページ、ＳＮＳを活用し福祉に関する情報や社協及び地域で

の活動報告など情報発信を行います。 

④ 言葉や行動に心配のあるお子さん、身体発達が心配なお子さんが思いっきり

遊び、健やかに育つようサポートを行います。 

 

 

【主な事業】 

事業名 事業概要 

地域福祉カルテの作成 

【新規】 

地域の状況を的確に把握し、地域福祉

に関わるものが課題を共有し、ともに

考え地域福祉の向上に取り組んでい

けるよう「地域福祉カルテ」を作成し

ます。 

民生委員児童委員活動の推進 民生委員児童委員は、地域の一番身近

な福祉の担い手です。陸前高田市で

は、８３名の民生委員・児童委員が委

嘱されており、生活に関する相談や、

福祉関係機関に繋ぐことを目的に全

国の市町村に配置されています。 

社会福祉協議会では、民生委員児童委

員が円滑な活動ができるよう、サポー

トします。 

広報誌やホームページによる情報の

提供 

社協が行う事業をはじめ、福祉活動を

市民に啓発するため月１回「社協だよ

り」を発行します。また、ホームペー

ジやＳＮＳを活用し、福祉に関する情

報や社協の活動報告など情報発信を

行います。 

ふれあい教室（児童発達支援） 言葉や行動に心配のあるお子さん、身

体発達が心配なお子さんが思いっき

り遊び、健やかに育つようサポートを

行います。 
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（２）包括的支援体制の整備 

 

【現状と課題】 

≪現状≫ 

○市内における福祉関係団体と連携することで、社協だけでは対応できない課

題の解決や福祉の推進をしています。 

○地域包括支援センターからの委託を受け、地域支え合い協議体事業に取り組

んでいます。 

○市からの生活困窮者自立支援事業の一部委託を受け、相談から生活支援事業

の取り組みを行っています。 

○生活困窮者自立支援、訪問介護をはじめとする介護３事業、被災者生活支援相

談事業を連携し有機的個別支援に取り組んでいます。 

 

≪課題≫ 

●地域福祉懇談会では、「高齢者の安否確認」、「認知症者の見守り」、「認知症の

方への接し方」など意見があがりました。 

●介護報酬等の改定に伴う市内の介護事業が停滞、縮小傾向にあり社協介護事

業へのニーズに対応する人材確保が課題です。 

●地域支え合い事業と地域コミュニティ支援の連携・連動が課題です。 

●生活困窮者自立支援を窓口とした総合相談体制の確立が必要です。 

 

【取組内容】 

① 市内における福祉関係団体と連携することで、社協だけでは対応できない課

題の解決や福祉の推進を図ります。 

 

 

【主な事業】 

事業名 事業概要 

くらし応援窓口の運営 （再掲、１０ページ） 

 

高齢者・子ども・障がい者における福

祉団体との連携と協働 

市内における福祉関係団体と連携す

ることで、社会福祉協議会だけでは対

応できない課題の解決や福祉の推進

を図ります。 
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4 福祉を支える人づくり・組織づくり 

支え合いのまちづくりを実現するためには、一人ひとりが地域の一員として

の自覚を持ち、意識を高める必要があります。 

 住民一人ひとりが地域における福祉課題を「我が事」としてとらえる意識を高

め、地域の将来を担う人づくりと組織づくりを推進します。 

 

（1） 福祉を支える人材の育成 

 

【現状と課題】 

≪現状≫ 

○協働での地域福祉事業推進のため住民の参加・参画を進めることで住民の意

識啓発に努め地域福祉事業の推進を図っています。 

○経済状況の悪化による困窮者の支援のため支援団体と連携拡大や支援ボラン

ティアの拡大を図り支援者のすそ野拡大に努めています。 

○学校関係者からの依頼により職員が出向き、福祉の説明や情報交換などを行

い、小学校・高校において福祉の啓発を行っています。 

○増えるニーズに対し介護従事者の確保が追いついていません。 

 

≪課題≫ 

●地域福祉懇談会では、「後継者（担い手）がいない」、「サロンを高齢者が高齢

者を支えている」など支える人材が不足しているとの意見がありました。 

●協働での地域福祉推進のため多様な形の地域福祉事業ＰＲの一層の推進が必

要です。 

●出前講座等による事業啓発と参加参画意識の醸成が必要です。 

●民生委員児童委員、保健推進員、地域福祉協力員、地域支え合い推進員との連

携を強化し地域ごとの地域福祉推進体制の確立が必要です。 

 

【取組内容】 

① 地域の集まりに行き、地域の状況把握や福祉に関する情報提供を行い、福祉

意識の向上を図ります。 

② 生活支援コーディネーターや地域の協議体を設置し、地域における支援の担

い手やサービスの開発を行い、高齢者等の社会参加及び生活支援・介護予防

の充実を推進します。 
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【主な事業】 

事業名 事業概要 

福祉大会等の福祉イベントの開催 福祉に関して功績を残された人への

表彰式典等のイベントの開催を行な

います。 

福祉啓発活動 地域の集まりに行き、地域の状況把握

や福祉に関する情報提供を行い、福祉

意識の向上を図ります。 

小地域ネットワーク活動研修会の開

催 

地域で福祉活動を行う人の知識や能

力を向上させるため、また地域福祉活

動の担い手の拡充を図るため実施し

ます。 

生活支援体制整備事業 生活支援コーディネーターや地域の

協議体を設置し、地域における支援の

担い手やサービスの開発を行い、高齢

者等の社会参加及び生活支援・介護予

防の充実を推進します。 

 

 

（２）ＮＰО・ボランティア団体への支援 

 

【現状と課題】 

≪現状≫ 

○社協では、各福祉団体等へ地域福祉活動を行うための助成金を交付し支援し

ています。 

 

≪課題≫ 

●地域福祉計画のアンケートでは、ボランティア活動に参加したいと思わない

と回答した方の割合は４０％と、ボランティアに対する意識はあまり高くない

状況です。 

●地域福祉座談会（関係団体）では、活動にあたり人件費の確保に課題があると

の意見がありました。 

 

【取組内容】 

① 各福祉団体等へ地域福祉活動を行うための助成金を交付し支援します。 

② ボランティアをしたい人とボランティアに来てほしい人のニーズをつなぎ

ます。また、ボランティア活動に興味を持ってもらうことで、ボランティア

活動や地域活動の担い手となる人材を増やすことを目指します。 

③ ボランティアを対応する際に必要な養成研修を行います。 

④ 地域の集まりに行き、地域の状況把握や福祉に関する情報提供を行い、福祉
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意識の向上を図ります。 

⑤ ボランティア活動センターに登録している個人や団体の皆さんに、市民のニ

ーズにあわせて活動を行っています。ボランティア活動を行う際には、ボラ

ンティア保険の加入も推進します。 

 

【主な事業】 

事業名 事業概要 

助成金による各種団体への活動支援 各福祉団体等へ地域福祉活動を行う

ための助成金を交付します。 

ボランティア活動センターの運営 

            〔拡充〕 

ボランティアをしたい人とボランテ

ィアに来てほしい人のニーズをつな

ぎます。 

また、ボランティア活動に興味を持っ

てもらうことで、ボランティア活動や

地域活動の担い手となる人材を増や

すことを目指します。 

ボランティア養成講座の開講 

            〔拡充〕 

車いすの移動サポートや障がい者の

移動サポートなど、ボランティア対応

する際に必要な養成研修を行います。 

福祉啓発活動 （再掲、１７ページ） 
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第４章 計画の進捗管理 

1 ＰＤＣＡサイクルの実施 

  

（１）計画の推進・評価 

 進行管理については、ＰＤＣＡ（計画・実行・評価・改善）のサイクルに基づ

き、毎年度、社協事業計画に反映させるとともに、主な事業については事業評価

票を作成のうえ、社会福祉協議会の理事会において評価することとします。 

 また、見直しにあたっては、社会情勢の変化や国の社会制度の改正等による事

業の動向を踏まえ、検討したうえで行います。 

 計画の進捗状況の管理と評価、見直しにあたっては、陸前高田市社会福祉協議

会理事会及び評議員会で行い、必要に応じて市や関係機関と情報を共有しなが

ら、新規事業の検討を行います。 

 

（２）計画の普及・啓発 

 作成した地域福祉活動計画を行政、民生委員児童委員協議会、各地区のコミュ

ニティ推進協議会、老人クラブ連合会、自治会、関係団体（福祉施設、ＮＰＯ法

人等）に配布するとともに、社協広報、ホームページなどにより、周知を図りま

す。 

 また、住民の集いの場にて社会福祉協議会も活動内容等も含め周知を図り、理

解と協力を求めていきます。 
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第５章 計画推進体制 

 

１ 社協の組織体制 

（１）組織体制の強化 

役職員が研鑽を積み、日々の福祉活動において市民の理解が得られるよう 

励みます。 

 

（２）財政基盤の強化 

社会福祉協議会の活動が市民に伝わるような広報活動と、安定基盤を設け 

るための自主財源の方策を考えていきます。 

 

２ 地域支え合い協議体の整備 

 （１）地域生活支援体制の確保 

   人と人とのつながりを強化し、支え合いの地域コミュニティの再構築を 

目指し具体的には、身近なところで集う居場所を確保し共助の仕組みを推 

進する「支え合い協議体」を構築し、きめ細やかな地域生活支援体制の確保 

に取り組みます。 

 

３ 陸前高田市と連携した地域福祉活動の推進 

 （１）行政等への提案、提言 

   福祉の制度やサービスの充実を図るためには、地域住民の意見や要望が 

行政等へつながり反映されていくことが大切です。 

   社協では、事業活動を通じて、明らかになった課題について必要に応じて 

提案、提言を行っていきます。 

   また、陸前高田市の策定する「地域福祉計画」は、陸前高田市社協におい 

て策定する「地域福祉活動計画」と協働した計画となることから、充実した 

計画となるように、行政と連携・協働して取り組みます。 
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資料編（参考資料） 

１ 計画策定経過 

 

日 付 会 議 等 内  容 

令和６年 

９月１７日 

   ～ 

９月３０日 

地域福祉懇談会 １１地区で実施 

１０月３１日 
地域福祉座談会

（関係団体） 
９団体に実施 

１１月１９日 第１回策定委員会 ・委員長、副委員長の選出 

・地域福祉懇談会及び地域福祉座談

会から見える課題等の共有 

・策定スケジュールについて 

１２月 ４日 
活動計画策定に伴

う職員検討会 

地域福祉懇談会、地域福祉座談会で

出た課題等について検討 

１２月１９日 第２回策定委員会 ・地域福祉活動計画（案）について 

令和７年 

 １月２２日 

   ～ 

 ２月１４日 

パブリック・コメ

ント 
２４日間 

２月２５日 第３回策定委員会 ・地域福祉活動計画最終案について 

 ３月 第２次陸前高田市

地域福祉活動計画

策定 
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２ 懇談会、座談会の開催状況 

（１）地域福祉懇談会の実施 

  地域福祉活動計画の策定にあたって、市内各地区における福祉課題などを 

 把握するため、地域福祉懇談会を開催しました。 

 

日程 会場 地区名 参加人数 

令和 6年 

9月 17日（火）10：00～ 小友地区コミュニティセンター 小 友 16人 

9月 17日（火）14：00～ 生出地区コミュニティセンター 生 出 7人 

9月 19日（木）10：00～ 矢作地区コミュニティセンター 矢 作 11人 

9月 19日（木）14：00～ 下矢作地区コミュニティセンター 下矢作 8人 

9月 20日（金）14：00～ 横田地区コミュニティセンター 横 田 8人 

9月 24日（火）10：00～ 竹駒地区コミュニティセンター 竹 駒 10人 

9月 24日（火）14：00～ 陸前高田市コミュニティホール 高 田 10人 

9月 26日（木）10：00～ 今泉地区コミュニティセンター 今 泉 21人 

9月 26日（木）14：00～ 長部地区コミュニティセンター 長 部 8人 

9月 27日（金）13：00～ 米崎地区コミュニティセンター 米 崎 13人 

9月 30日（月）14：00～ 広田地区コミュニティセンター 広 田 14人 

 懇談会は、①「課題について整理する」②「解決策（私たちにできること）に

ついて考える」という２つの要素のプログラムによって、ワークショップ形式で

行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



23 
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（２）地域福祉座談会（関係団体）の実施 

 地域福祉活動計画の策定にあたって、市内で活動する地域福祉にかかわる諸団体に対

し、活動における課題などを把握するため地域福祉座談会を行いました。 

 

日程 会場 参加団体名 参加人数 

令和 6年 

10月31日（木） 

13：30～ 

陸前高田市 

保健福祉総合 

センター 

・リボーン居宅介護支援事業所 

・叶居宅介護支援事業所 

・NPO法人おでかけ支援グループそよ風 

・NPO法人きらりんきっず 

・子育て支援センターあゆっこ 

・子育て支援センターにこにこ 

・子育て支援センターたかた 

・陸前高田市保育会 

・特定非営利活動法人りくカフェ 

１０人 

 福祉座談会では、①「各団体の課題について整理する」②「地域福祉懇談会で出た困

りごとについて解決方法を探る」③「解決策（私たちにできること）について考える」

という３つの要素のプログラムによって、ワークショップ形式で行いました。 
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３ 地域福祉課題の取りまとめ状況 

 

地域福祉懇談会と地域福祉座談会（関係団体）での主な意見を分類・整理しま

す。 

 

分類 地域福祉懇談会での意見 地域福祉座談会（関係団体）での意見 

障
が
い
者
に
関
す
る
課
題 

・車イスの人の外出を手伝いたい

が、支援する側も高齢者なので躊

躇する。 

・障がい児の遊び場 

・ミドル世代の障がい者等のコミ

ュニティの場が足りない。 

高
齢
者
に
関
す
る
課
題 

・高齢になり草刈り、除雪、お墓

のそうじをするのが大変。 

・免許返納後の通院、買い物など

の送迎に不安がある。 

・大船渡病院に行きにくい。 

・高齢者の居場所づくり、話し合

いの場が少ない。 

・将来ゴミ出しに不安がある。 

・認知症者への見守り、接し方が

難しい。 

・認知症について介護認定等よく

分からない。 

・認知症相談の担当者が分かれば

話しやすい。 

・高齢者の安否確認 

・食事づくり、片付けに不安があ

る。 

・入所施設の夜勤勤務の人数を増

やしてほしい。 

・移動手段不足 

・受診時のタクシー高額 

・配食サービス（内容面）の種類

が少ない。 

・自宅でのヘアカット 

・高齢者の待機方法（災害時） 

・身元保証人のいない人の対応 

・認知症が悪化してからの受診 

・入院してからの介護申請者が多

い。 

・草刈りが高齢化 
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子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
課
題 

・産前産後の手伝いをしたいが、

情報が古いために手伝うのに気が

ひける。 

・子どもの緊急時の送迎対応に問

題がある。 

・登下校時の見守り 

・子ども服バンクがあればいい。 

・地域の子どもの数の偏り 

・子どもの数が少なくなってい

る。 

・経済支援 

・妊婦への子育てに関する情報 

・産後ケアの充実（少子化対策） 

・子どもの一時預かり先 

・習いごとの選択が少ない。 

・小児科が少ない。 

・市内に産科がない。 

・園に看護師がいてほしい。 

・小中学生の病後 

・中、高生の遊び場 

・公園整備、雨天でも遊ぶ場所 

全
体
に
共
通
す
る
課
題
、
そ
の
他
の
課
題 

・役所関係書類が分かりにくい。 

・仕事、介護、健康などでの悩み

相談（相談する場所が分からない） 

・空き家の管理 

・相続したが、山の管理を 

どうしたらいいのか。 

・不在中の荷物の受け取り 

・冠婚葬祭のアドバイスがほし

い。 

・災害時、孤立の心配がある。 

・地域とのつながりが薄くなって

しまったような気がする。 

・近所で集まって話すことがない

ので話し相手がほしい。 

・集まりに出て来ない、住民の交

流がない。 

・若い人が、なかなか参加しない。 

・後継者がいない（担い手） 

・だんだん他の国の方たちが増え

てきたので簡単な外国語会話がで

きるようになれればいい。 

・働く場所がない。 

・病院がない。 

・活動するにあたり、人件費がな

い。 

・活動に自主性が生まれない。 

・コミュニティに入らない人の支

援 

・孤立している方への対応 

・地域情報の入手 
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４ 第１次陸前高田市地域福祉活動計画について 

 

第１次陸前高田市社会福祉活動計画 事業報告【事業評価一覧】 

 

 

 

目　標 評価内容

内　容 令和３年度 令和４年度 令和５年度 総合評価

1
コミュニティ交流
支援

市内の災害公営住宅
11箇所へ支援

１０箇所 １０箇所 １１箇所
13生活支援体制整備事
業に統一

2 サロン活動 サロンの開催 ０回 ０回 ６回
協議体の動きに合わせ
て活動

3
うるおいとやすらぎ
の家の連携と協働

市内11地区コミセン
へ助成金交付

９団体 １０団体 １１団体
助成金額維持のまま継
続

4
助成金による各種
団体への活動支援

市内の福祉団体へ助成 １団体 ２団体 ３団体
社会情勢をみながら助
成金事業の継続

5
地域共生社会実現に
向けた取り組み

各地区コミュニティ推
進協議会単位へ働きか
ける

１０団体 １０団体 １０団体 住民目線の地域支援

6
こんにちは赤ちゃん
訪問事業

出産祝い ７８人 ５９人 ５８人 検討しながら継続

7
ふれあいネットワー
ク活動

登録者の増加 ２名 １名 ２名
見守り対象者の増加と見守り
ネットワークの見直し

一般募金達成率
104.3％

（4,915,000円）
101.6％

（5,179,000円）
102.7％

（5,455,384円）

歳末募金達成率
103.6%

（2,986,979円）
98.5%

（2,971,170円）
103.3%

（3,098,193円）

9
災害たすけあい
義援金の受付

義援金の受け入れ
11,4920円

（8件）
なし

349,398円
（20件）

継続

10
支え合いマップの
作成

コミセン単位の
１１地区で作成

３箇所 ８箇所 ９箇所 継続

理事会の開催 １２回 １１回 １２回

地区民児協定例会
の開催

９１回 ９０回 ９１回

12
小地域ネットワーク
活動研修会の開催

小地域ネットワーク
活動研修会の実施

０回 ０回 ０回
必要性について検討が
必要

13
生活支援体制整備
事業

協議体の設置 １０地区 １０地区 １０地区 継続

14
住民が自由に集まる
場所の推進

市内11地区を対象に
集える場所の設置

０箇所 ０箇所 ３箇所
13生活支援体制整備事
業に統一

個人ボランティア
の登録

５０名 ４８名 ４７名

団体ボランティア
の登録

１３名 １７名 ２１名

16
市民ボランティア
活動

支援率
（支援/ニーズ）

77% 100% 77%
計画や目標値を見直し
ながら継続

17
ボランティア養成
講座の開講

養成講座の開講 ０回 ０回 ２回
目標を再度確認しなが
ら継続

18 金婚祝賀会 記念品の配付
85組へ記念品

配布
70組へ記念品

配布
72組へ記念品

配布
令和５年度をもって廃
止

19 福祉大会 表彰式典の実施 実施 実施 実施
社会情勢にあった開催
を検討する

20
災害ボランティア
活動センターの運営

合同訓練実施 ０回 １回 １回
他事業と連携しながら
継続

ニーズ受付件数 ２２件 １２件 ９件

保険の加入数 ２,３２７名 ２,２１０名 ５,３５４名

現状通り

市民ボランティア登
録

15

21
ボランティア活動
センターの運営

11
民生委員児童委員
活動の推進

ニーズ把握を行いなが
ら継続

目標を見直しながら継
続

8
赤い羽根共同募金
活動

継続

番号
地域福祉活動計画

　事業

達成状況
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第１次陸前高田市社会福祉活動計画 事業報告【事業評価一覧】 

 

 

目　標 評価内容

内　容 令和３年度 令和４年度 令和５年度 総合評価

22 福祉バスの運営 福祉バスの貸し出し ２２回 ２７回 ５２回 事業の見直しを検討

23
車両移送型移動支援
事業の運営

利用回数 ２,２８３回 ２,２８８回 ２,００１回 継続

下和野市民交流プラザ
来場者

６,９２５名 ７,１４５名 ６,２４０名

中田市民交流プラザ来
場者

４,０４４名 ３,９５１名 ３,３４８名

25
介護予防いきいきラ
イフの開催

参加者 １３７名 ４７７名 ４４０名
より効果を上げる方法
として老人クラブ等へ
委託

26
くらし応援窓口の運
営

相談者数 ６９名 ７７名 ５１名 継続

27

27-1
居宅介護支援事業所
の運営

支援率人数 ５９６名 ７２０名 ６９１名
利用者数・収益向上を
見込み継続

27-2
訪問介護事業所の運
営

提供件数(延べ件数） ２,３３３件 ２,６８６件 ２,４６２件 継続

27-3
通所介護事業所の運
営

利用者数（人） １,３８５人 １,３２３人 １,５６５人 継続

27-4
障害福祉サービス事
業所の運営

提供件数（件） ２,２４４件 ２,５３５件 ２,８６１件 継続

27-5 地域生活支援事業 提供件数 ５１６件 ４４９件 ４４９件 継続

27-6
児 童 発 達 支 援 事業
（ふれあい教室）の
運営

ふれあい教室の実施 実施 実施 実施 継続

28
高齢者・子ども・障
がい者における福祉
団体との連携と協働

福祉団体への財政支援 １団体 ２団体 ３団体
社会情勢をみながら継
続

相談件数 ８７件 ２０７件 ２１１件

貸付件数 ４０件 ２６件 １０件

30
日常生活自立支援事
業

登録者への対応 ２６名 ２２名 ２２名 継続

31 見守り訪問活動 訪問世帯数 ７９９世帯 ４１２世帯 ３３７世帯
見守り対象者の変化に
よる新たな見守り方法
の検討

広報誌の発行 １２回 １２回 １２回

ホームページの更新 １２回 １２回 １２回

33 福祉学習の実践 職員の地域訪問 １回 １回 ２回
学校を対象とした福祉
学習を行った

34 福祉協力校の推進
市内の11校へ福祉学習
のPR

自粛 ３回 ２回
福祉教育と職員のスキ
ルアップ

職員研修 ２回 ２回 ４回

役員研修 １回 ２回 ２回

社協会費の納入（行政
区）

１２５行政区 １２３行政区 １２１行政区

社協会費の納入（特定
の事業所）

１６９ヶ所 １２３ヶ所 １６４ヶ所

意見交換会 ４回 ２回 ２回

市長・会長懇談会 １回 ０回 ０回

令和6年度をもって社協
運営は終了

24
市民交流プラザの運
営

内容を再検討し継続

継続

継続

35

番号
地域福祉活動計画

　事業

達成状況

広報誌ホームページ
による情報の提供

32 継続

29 生活福祉資金の貸付

37 市への事業提案

36

社会福祉協議会活動
の周知を行い、会員
加入率増や自主財源
の確保

居宅・訪問・通所介護事業所の運営

社会福祉協議会職員
及び役職員の研修

継続
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陸前高田市地域福祉活動計画策定委員会設置要項 

 

（設置） 

第１条 陸前高田市地域福祉活動計画（以下「活動計画」という。）の策定に関し、

必要な事項を調査審議するとともに、その計画を推進するため、陸前高田市地

域福祉活動計画策定委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 

（所掌事項） 

第２条 委員会の所掌事項は、次のとおりとする。 

（１） 計画の策定に関する基本的なこと。 

（２） 計画の進捗状況の検証に関すること。 

（３） その他計画の策定に必要な事項に関すること。 

 

（組織） 

第３条 委員会は、委員１２人以内をもって組織し、委員は、次に掲げる者のうちか

ら、会長が任命又は委嘱する。 

（１） 関係団体の代表者 

（２） 地域福祉（老人福祉、障がい福祉、児童福祉等）に関する事業に従事 

する者 

（３） 学識経験者 

（４） 公募による者 

（５） 関係行政機関等の職員 

（６） その他会長が必要と認める者 

 

（委員の任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱された日から活動計画策定ができあがるまでとする。た

だし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長１人及び副委員長２人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会の議長となり、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠けたとき

は、その職務を代理する。 

 

（会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集する。ただし、委員長及び副委員長が選出され

ていないときは、会長が行う。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 
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（補則） 

第７条 この要項に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、委員長が委員会に

諮って定める。 

 

附則 

この要項は、令和２年１２月１日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



31 

 

 

 

陸前高田市地域福祉活動計画策定委員会委員名簿 

 氏 名 所 属 

委 員 長 菅 野 直 人 陸前高田市民生委員児童委員協議会 会長 

副 委 員 長 

黄川田 純 一 
社会福祉法人高寿会  

特別養護老人ホーム高寿園 施設長 

武藏野 美 和 一般公募 

委   員 

大 坂 幹 夫 陸前高田市コミュニティ推進協議会連合会 会長 

岡 田 耕 吉 陸前高田市老人クラブ連合会 会長 

細 谷 勇 次 陸前高田市 福祉部長 

及 川   昇 社会福祉法人陸前高田市保育協会 理事長 

吉 田 和 正 社会福祉法人愛育会 ひかみの園 施設長 

吉 田 正 幸 陸前高田市身体障害者協助会 理事 

三 浦 まり江 
特定非営利活動法人 

陸前高田まちづくり協働センター 理事長 

佐 藤 頼 人 一般公募 

 

・策定委員は関係団体の代表者３名、関係行政機関等の職員１名、地域福祉に関

する事業に従事する者４名、公募による者２名、その他会長が必要と認める者１

名で構成しています。 
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